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１３－１－１－２．ベクトルの表記

有向線分 ABで表されるベクトルを ABで表す。ベクトルをu のように、アルファベットの小

文字一文字で表すこともある。ベクトル ABの大きさを AB で表す。

向きが同じで大きさが等しい 2 つのベクトル a 、b は等しいといい、 ba  と書く。すなわち、

CDAB  は、有向線分 ABを平行移動して有向線分 CDに重ね合わせることができるという

意味である。

ベクトル a と向きが反対で大きさが等しいベクトルを、 a の逆ベクトルといい、記号で a と

表す。 ABの逆ベクトルはBAで表される。すなわち、 ABBA  である。

（例）

平行四辺形 ABCDにおいて、

DCAB  、 CBAD 

インデックスに戻る

A B

CD

index.html
index.html

	１３． 平面ベクトル
	１３－１． ベクトルの定義と演算
	１３－１－１．ベクトルの定義と相等
	１３－１－１－２．ベクトルの表記



